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2020 年 8月 25 日 

-№514- 

こくみん共済 coop〈全労済〉（全国労働者共済生活協同組合連合会 代表理事理事長：廣田政巳）は、 

2020年 8月25日（火）、こくみん共済 coop 会館（東京都渋谷区）におきまして「第132回通常総会」

を開催し、2019 年度計画経過報告、および 2020 年度計画設定などの諸議案を採択し決定いたしま

した。 

つきましては、2019 年度事業・決算の概要について報告いたします。 

※本資料の数値は四捨五入して表記しています。

Ⅰ．2019 年度の取り組みの概要

2019 年度は「New-Zetwork」（2018 年度～2021 年度中期経営政策）の 2 年目として「Zetwork ス

タイル」（お役立ち発想と共創活動にもとづく新しい事業と運動）の構築と段階的実行を進めまし

た。 

１．新しいブランドの展開 

・もっと愛され、親しまれる存在となるため、2019 年 6 月から新しい姿を表す愛称 

「こくみん共済 coop」の使用を開始し「たすけあいの輪をむすぶ」を合言葉に、さまざまな活

動を展開しました。 

２．商品・サービスの提供 

・組合員の声に応えて、こくみん共済・総合医療共済・せいめい共済をリニューアルしたほか、

マイカー共済・個人賠償責任共済についても改定を行いました。 

３．協同組合らしい社会課題解決への取り組み 

・たすけあいにあふれた社会をつくるため、たすけあいを啓発する「ENJOY たすけあい」を開始

しました。 

・子どもたちを交通事故から守るため「7 才の交通安全プロジェクト」を実施し、全国の児童館

などに横断旗（8.5 万本）を寄贈しました。 

・「防災・減災活動」「環境保全活動」「子どもの健全育成活動」を柱に、さまざまな活動に取り

組み、地域貢献助成として、市民団体等 79 団体に総額 1,965 万円を助成しました。 

Ⅱ．事業および決算の概況

１．事業の概況 

契約高は 767 兆円（年度目標到達率 101.0％）、受入共済掛金は 5,640 億円（同 100.7％）、 

契約件数は 3,052 万件（同 98.4％）、契約口数は 39.4 億口（同 100.6％）となりました。 
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２．損益の概況

（１）経常収益  

経常収益は、6,764 億円（前期比 16 億円増）となりました。 

（２）経常費用 

経常費用は、6,049 億円（前期比 76 億円減）となりました。このうち、支払共済金は、

3,337 億円（同 258 億円減）となりました。 

（３）資産運用 

資産運用純益は、507 億円（前期比 7億円増）となり、運用利回りは前期と同率の 1.46％と

なりました。 

（４）経常剰余金 

経常剰余金は、716 億円（前期比 92 億円増）となりました。 

（５）特別損益 

特別損失として、保有資産の価格変動リスクに備えるための価格変動準備金 85 億円などを

計上しました。 

（６）割戻金 

組合員（契約者）への割戻金の総額は 370 億円（前期比 8億円増）となりました。 

（７）当期剰余金・当期未処分剰余金 

当期剰余金は、183 億円（前期比 63 億円増）となり、当期に取り崩した任意積立金などを加

えた当期未処分剰余金は、428 億円（前期比 52億円増）となりました。 

３．剰余金処分 

当期未処分剰余金 428 億円に対し、剰余金処分額として、法定準備金 37 億円、利用分量割戻金

0.1 億円、任意積立金 376 億円の合計 413 億円計上し、次期繰越剰余金は、15 億円となりました。 

４．財務の概況 

（１）総資産  

総資産は、3 兆 9,009 億円（前期比 444 億円増）となりました。このうち運用資産は、 

3 兆 5,303 億円（同 344 億円増）となりました。 

（２）負債 

負債は、3兆 4,268 億円（前期比 295 億円増）となりました。このうち、共済契約準備金は、

追加責任準備金などの積み立てにより 3 兆 2,499 億円（同 259 億円増）、価格変動準備金は、

840 億円（同 85億円増）となりました。 

（３）純資産 

純資産は、4,741億円（前期比148億円増）となりました。このうち、会員資本は、4,550 億円

（同183億円増）となりました。 
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５．主な経営指標について 

（１）修正自己資本 

修正自己資本は、9,818 億円（前期比 366 億円増）、修正自己資本比率は、25.2％となりました。 

（２）基礎利益 

費差益は 5 億円、利差損は 9 億円、危険差益は 1,344 億円となり、基礎利益は、1,340 億円（前

期比 211 億円増）となりました。 

（３）支払余力比率 

支払余力比率は、1,990.9％（前期比 180.7 ポイント増）となりました。 

（４）実質純資産額 

実質純資産額は、1兆 7,673 億円（前期比 7億円増）となりました。 

以上 


